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Abstract 

23 

The survey under the Continental Shelf Surveys Project by the Hydrographic Department of Japan 

revealed the details of geomorphologic feature of the Ogasawara Plateau and its surrounding area in the 

westernmost part of the Northwest Pacific Basin. The Ogasawara Plateau is composed of semicircle-

shaped plateau in the western part, whereas, in the eastern part, chain of seamounts that creates a linear 

ridge of 500 kilometers, trending east to west. Seamount chain or group running roughly in the 

WSW-ENE direction in the north of the Ogasawara Plateau were recognized. Bathymetric and magnetic 

maps indicate four fracture zones accompanied by the ridge and fault scarp in the northern part of the 

surveyed area. Clear pattern of Mesozoic magnetic lineations as well as linear relief of the seafloor and 

acoustic basement associated with the minor ridge and trough trending parallel to the magnetic 

lineations were recognized. 

These geomorphologic and geological features of the specified area bounded by the seamount chain 

to the north and the Ogasawara Plateau with its adjoining area to the south show following remarkable 

differences compared with those of the other area. 

(1) The topography of the two prominent fracture zones in the north of the seamount chain is expressed 

by the escarpment with vertical offsets of more than 500 meters, whereas in the above specified area, 

the vertical offsets decrease to less than a hundred meters. 

(2) The lineated topographic relief characterized by the minor ridge and trough disappear within the 

specified area, whereas magnetic lineations are clearly identified in the whole surveyed area. 

(3) Distribution of small conical knolls of probably volcanic origin is limited within the specified area. 

These characteristic features indicate that later volcanic activities associated with the formation of 

the Ogasawara Plateau, other seamounts and possibly small conical knolls have changed thermal and 

stuctural feature of the oceanic crust. They might reset the vertical offset of the fracture zones and 

smoothed the rugged ocean floor and acoustic basement in the minor ridge and trough area without 

destroying or severely attenuating original Mesozoic magnetic lineations. Theses features may support 

the occurrence of mid-Cretaceous intra”plate volcanism that has been proposed by the study based on 

deep sea drillings in the Northwest Pacific Basin. 

t Acc~pted 30th January 1995 
＊ 大陸棚調査室 ContinentalShelf Surveys office 
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1. はじめに

太平洋の北西部に位置する北西太平洋海盆は，深

海掘削や地磁気縞状異常の同定から，中生代に海底

拡大により形成され，現存する世界で最も古い年代

にできた海底の一つであるといわれている（Na-

kanishi et al., 1989など）。北西太平洋海盆の西端に

は，小笠原海台をはじめ，数多くの海嶺，海山，海

丘等が分布していることが知られているが，これら

の高まりの詳細な地形や分布の特性，さらに形成過

程等については，データが乏しいため不明な点が多

く残されている。

海上保安庁水路部では，大陸棚調重量の一環として，

小笠原海台の全域とその崩辺の北西太平洋海盆北西

端部の大洋底において従来よりも詳細な海底地形，

地質構造，地磁気，重力の調査を実施した。これに、

より，測線開隔6海里の均質で精度の高いデータを

広範囲にわたりこの海域で初めて収集することがで

きた。地磁気，重力の調査成果については， 1994年

に刊行された縮尺300万分の lの「日本近海地磁気異

常図・重力異常図J（海上保安庁， 1994，春日ほか，

1994b）に活用されている。

本稿では，北西太平洋海盆西端部にあたる小笠原

海台周辺海域の海底地形，地質構造，地球物理学的

な特徴をまとめ，この海域のテクトニクスについて

言及する。

2.調査の概要

今回報告する調査海域は，北西太平洋海盆の西端

の小笠原海台，伊豆・小笠原海溝の南部及びマリア

ナ海溝の北端部等を包含する北緯24度00分，北緯30

度00分，東経142度30分及び東経150度00分の各経緯

度線で固まれる海域内（Fig.1）で，緯度3度，経度

2.5度の矩形をひとつの調査区域とする大陸棚謂査

の6区域分にあたる。調査期間は，昭和62年12月か

ら昭和63年1月までの388間及び平成3年4月から

平成5年1月にかけての197日間の合計235日間であ

り，全調査はすべて海上保安庁の測量踏「拓洋J（総
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Fig. I Bathymetric chart of southern wat巴rsof 

Japan derived from GEBCO chart and location 

of the surveyed area. Contour interval is 1000 m. 

トン数2600トン）により，海洋法条約に基づく大陸

棚の限界確定及び管理，利用開発に必要な科学的資

料の収集を目的として実施した。この調査に際して

は，主測線は東西方向にとり，測線間隔は 6海里（一

部5海里）とし，必要に応じて交差測線及び補測線

を設けた。測線の総測線長は約37,000海里に達する。

Fig. 2に航跡図を示す。

調査に使用した機器は以下のとおりである。

船位…・・・GPS，ロラン C及ぴNNSS等による

複合測位装置

測 深……ナローマルチビーム測深機（シービー

ム）

地質構造・・・エアyゲン方式の深海用音波探査装置

表層探査装置（3.5kHzサブボトムプ

ロファイラー）

地磁気・・・・・・プロトン式海上磁力計（PMM 100 

型）

重力……海上重力計（KSS 100型）
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Fig. 2 Track lines of the survey conducted by the S/V T AKUYO 

これらの調査に加え，一部の測線では18または24

チャンネルのマルチチャンネル反射法音波探査を，

また，海域内の数地点でドレッジによる岩石採取と

深海カメラによる海底写真撮影を実施した。なお，

これらの調査結果については各区域毎に速報として

水路部技報に掲載した（鬼丸ほか， 1994，ほか）。

3.海底地形・地質構造

中部太平洋から北西太平洋にかけて海嶺，海台，

海山群等の高まりが多く存在することが以前から知

られている（例えば，岩淵， 1982, Fig. 2 ）。本調査

海域にも小笠原海台と，これまで未発見の海山も含

めて多くの海山等が分布していることが明らかと

なった。 Fig.3に調査海域の海底地形図を， Fig.4に

海底地形の鳥噸図を示す。

この海域の海底地形については， 1）小笠原海台，

2）海山群， 3）大洋底に分けて以下に記載する。

なお，伊豆・小笠原海溝軸付近の海溝海側斜面の大

洋底は，太平洋プレートの沈み込みに伴う変形を受

けて， horstand grabenで特徴付けられる正断層群

が発達しているが，これらの海底地形，地質構造に

ついては，既に瀬田ほか（1991）に詳しく報告され

ているので，ここでは省略する。

(1）小笠原海台

小笠涼海台は，西太平洋にほぼ東西に配列する

マーカス・ウェーク海山列の西端に位置し，南北に

伸びる伊豆・小笠原海溝とマリアナ海溝のほぼ接点

に位置している。この付近の海底のマルチビーム測

深を初めて実施した Smoot(1983a）は，東経145度

以西が地形的な高まりが連続する海山列であること

から，これを小笠原海台と区別して Michelson海嶺

と名付けているが，わが国ではこれらの高まりを含

めて小笠原海台という名称が付けられている。よっ

て小笠原海台は，東経144度30分より西部の台地状の

高まりとそれ以東の細長い高まりが連続する海山列

とに区分できる。小笠原海台西部には南東縁を弦と

する半円形の台地で，その上に大小様々の海山群と

地溝状の細長い凹地を載せている。その海底の詳細

な地形は長岡ほか（1989）により報告されたが，そ

の後の調査により小笠原海台はさらにその東方の矢



A. Northwest Pacific Basin 

B. lzu-Ogasawara Trench 

C. Mariana Trench 

D. Ogasawara Plateau 

E. Yabe SMt 

F. Hanzawa SMt 

G. Katayama SMt 

H. Ogasawara-higashi SMt 

I. Uyeda Ridge 

J. Chichijima SMt 

K. Mukojima SMt 

L. Matsubara SMt 

M. Fujibakama SMt 

N. Kikyo SMt 

0. Aki-no-Nanakusa Seamounts 

P. ChoyoSMt 

Q. Haru-no・NanakusaSeamounts 

R. Hotokenoza SMt 

S. Hakobe SMt 

T. Suzuna SMt 

U. Suzushiro SMt 

V. Kashima Fracture Zone 

W. Ogasawara Fracture Zone 

Fig. 3 Computer-aided bathymetric chart compiled by SeaBeam swath survey data. Contour interval is 100 m. 

Three solid lines indicate the location of seismic reflection profiles shown in Fig. 6 
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0 gasawara Plateαu Topography 

Fig. 4 Whale-eye view of th巴bathymetrywith major topographic names. 
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部海山，半沢及び片山の各海山を経由して細長く横

たわり，ほぽ東西方向に東経149度10分まで延びてい

ることが確認され，小笠原海台全域の詳細な地形が

明らかとなった。その全長は約610kmtこ達し，東京か

ら青森までの直線距離に相当する長大な海嶺であ

る。Fig.5に小笠原海台及び、周辺の海山を包含する

調査海域の海底を北方から眺めた東西方向の地形断

面図を示す。小笠原海台は，半沢海山の西側及び東

側でくびれた様な地形になり，その付ー近は幅約20km

程度まで狭くなるが，周りの大洋底に対して比高

2000m程度を維持している。さらに特徴的なことは，

その半沢及び片山の両海山の間にあたる地点から直

角方向に分岐して南へ伸び、る長さ14Qkm,I幅約28kmの

小海嶺が存在する事である。また， 片山海山の南及

び北には，北北東一南南西方向に分岐する高まりが

存在し， N20E方向のリニアメントが顕著で、ある。

この方向性は，半沢，片山海山の聞から南に伸びる

小海儲から分岐する高まりにリニアメントとして表

れている。

Fig. 5からわかるように海台上の顕著な海山の頂

部はともに水深1400m程度の広い山頂平坦面を有し

ており，これらは白亜紀のギョーであると報告され

ている（Okamuraet al. 1992）。さらに，小笠原海

台西部の東海山ではその山頂平坦面より比高300～500

mの突出した 4つの小海山，半沢海山では同じく比

高700mの小海山（頂部水深306mで小笠原海台全域

の中では最浅部）の詳細な地形が明らかになった。
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小笠原海台西端部は，伊豆・小笠原弧の陸側斜面

に接して，海溝底は水深3200mまで浅くなっており，

海溝は地形的に認められなくなっている。この海域

は太平洋プレートのフィリピンプレート下への沈み

込みに伴う小笠原海台と伊豆 ・小笠原島弧との衝突

に起因すると考えられる断層が発達している。なお，

海溝近傍における小笠原海台のテクトニクスについ

ては，長岡ほか（1989), Okamur・aet al. (1992), 

沖野ほか （1994）で議論されている。

(2) 海山群（海山列）

小笠原海台の北方の大洋底には西南西 東北東方

向へ連なる様に比高2000m以上の海山が点在する。

これらの海山の分布は直線的で、はないものの，長さ

約600km, I幅150kmの範囲に集中し， グループ全体と

してみれば西南西一東北東方向に配列して海山列を

形成しているように見える。これらの中で最西端に

位置する細長い高まりは， Smoot(1983a）によりマ

ルチビーム測深機で詳細に調べられ， UyedaRidge 

とイ反革念されている。 UyedaRidge は幅かr10～ 30kmな

のに対し，長さは約150kmに達し，西方の伊豆・小笠

原海溝南部の海溝軸に鞍部を形成している。 Uyeda

Ridgeの最j支部の頂部水深は1300mを得た。この

Uyeda Ridgeの東側にはさらにたくさんの海山が

分布することが大陸棚調査で明らかとなり，顕著な

海山にはそれぞれ名称が付けられている。その詳細

については，浜崎（1994）を参照されたい。 Uyeda

Ridgeの北東側には比高約3000mの父島海山及び比
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Fig. 5 E W cross section of the topography of the Ogasawara Plateau and s巴amountsviewed from north. 

Vertical exaggeration is about 16. 
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高1400mの聾島海山が分布する。また， UyedaRidge 

の東方約80km付・j[j:には松原海山（比高5400m，頂部

水深89m）が存在し，その北東方約75km及び、約200km

付近に直線的にそれぞれ名称未設定の平頂海山（比

高4600m，頂部水深913m）と，ふじばかま海山（比

高3800m，頂部水深1040m）が存在する。

これらの海山のさらに東方にも秋の七草海山群を

構成する海山が点在し，特に顕著な海山である朝陽

海山は比高4800m，頂部水深1040mで，裾野が広い

平頂海山である。

小笠原海台東端部の南方には柄杓型に分布する春

の七草海山群が存在する。規模の大きなほとけのざ，

はこべ，すずな及びすずしろの各海山は，いずれの

海山も頂部水深は1300m程度で、（1）で述べた小笠原海

台の平頂部と同程度の水深をもっ。また前記の朝陽

海山及び、名称未設定の海山も平頂部の水深について

も同様で、ある。

(3) 大洋底

調査海域は北西太平洋海盆の西端部に位置する

が，前記で述べた海山・海台及び太平洋プレートの

沈み込みの影響を受ける伊豆・小笠原海溝付近の海

底を除いては海域全体で、5000～ 6200m程度の比較的

なだらかな大洋底で形成きれている。従来の500メー

トル程度の大雑把な等深線で描かれた海底地形図で

は概ね平坦にみえる深海底も，シービームによる等

深線100メートル間隔の詳細な地形図や海底の傾斜

を強調した烏轍国などで見ると以下に記述するよう

な地形的特徴が明らかになった。

ア断裂帯

調査海域北部には UyedaRidgeの北側からふじ

ばかま海山付近に至る聞に北北西 南南東方向に走

る4本の急崖（Fig.13参照）が存在し，これらの崖に

より地磁気異常のリニエーションがずれていること

じ断面が非対称をなし，崖の両側で海底の水深に

断差があることなどの特徴から，これらの崖は断裂

帯の構造地形的な表現であると考えられる。 4本の

崖の中で，東側の 3本は東落ちであるが，最も西側

の海溝海側斜面を走る崖は西落ちである。 Nakani田

shi (1993）は，北西太平洋の地磁気異常と音波探査

記録等の解析により，地形的にも顕著な 5つの大規

模な断裂帯を認定し，それぞれに鹿島断裂帯，ノサッ

プ断裂帯等の名称を付している。今回の大陸棚調査

で確認された 4つの崖のうちで，北緯30度，東経145

度25分から南南東に走る崖は鹿島断裂帯（Nakani-

shi(l993））の一部に対応すると思われる。この崖の

比高は，前述の海山列と交差する北緯28度付近の北

側で大きく最大lOOOmに達している。崖の走向は海

山列の北側と南側で異なっており，そこは後述する

ように地磁気縞模様の方向が変化している場所に一

致している。

鹿島断裂帯に関しては，崖の走向だけでなく地形

的特徴も海山列の北1Rtlと南側で大きく異なっている

ことが注目される。鹿島断裂帯及びその東隣りの産

では，海山列の北側で、は断裂帯に沿って，崖を構成

する海嶺が分布する。鹿島断裂帯に沿う海嶺は 2列

になっており，そのうち西方の海嶺は，北西一南東

方向を示す幾つかの雁行する小海嶺より構成されて

いる。この雁行配列する小海嶺の走向は，海山列の

南側で走向を北西一南東方向に変える断裂帯南部の

北方への延長方向に一致している。断裂帯を境にし

て両側の海底及び、音響基盤に段差があることは音波

探査記録からも明瞭である（Fig.6）。その比高は，

西側の崖（鹿島断裂帯）でb約500m，東側の崖で約400

m程度で、あり，堆積層の厚さはこの海域で、は概ね400

m程度で、だ、いたい一様で、あり，音響基盤の比高も海

底の比高と悶規模の大きさである。 2列の崖に挟ま

れる細長い海域の海底は，西側に傾動している。海

山列の南側では，農は地形的に不明瞭になり3 断裂

帯の両｛郊の水深差はほとんどなくなるが，断裂帯の

位置は地磁気リニエーションのずれにより明瞭で、あ

る。

鹿島断裂帯の西側を並走する 2列の断裂帯に伴う

崖は，北緯29度付近より南では，地形的に不明瞭に

なるが，このライン上で地磁気リニエーションのず

れがみられることから，海山列に向かつて南南東に

イ中ぴていることカfわかる。ただし， UyedaRidgeを
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Fig. 6 E一羽TS巴ismicr巴flectionprofil巴sacross Kashima Fracture Zone (Tentative name). Arrows indicate fault 

scarps accompanied by the Kashima F. Z .. Location of profiles is shown in Fig. 3 

含む海山列近傍の海底まで南下すると，地磁気異常

によっても断裂帯の存在は不明瞭となる。

また，小笠原海台西端の南側から南南東に伸びる

東落ちの急崖（Fig.3 ,W）が海底地形図から明瞭に

認められる。この崖の北縁は小笠原海台の高まりに

消されている。

イ 小海丘群

海山列と小笠原海台に挟まれる平坦な海底には直

径 3km以下，比高500m以下のきれいな円錐の形状を

した，頂上の尖っているか，または，わずかに平頂

になっている小円錐海丘が多数分布している。Fig.

7に松原海山の北方約90kmの大洋底で、みられた小円

錐海丘の地形の例を示す。本調査海域で1立直径lOkm

程度より大きい海丘 ・海山の多くが地形的に特定の

方向性を有するのに対し，これらの小円錐海丘の形

状は特定の方向性をもたない点が特徴である。この

ような小円錐海丘の存在は近年のマルチビーム測深

機による精密海底地形調査で初めて明らかになって

きたものであり，四国海盆やフィリピン海盆等の背

弧海盆や太平洋北西縁の海溝海側斜面でも最近の

シービームのマッピングにより確認されている（春

日ほか， 1994a：小林， 1993）。日本海溝の海溝海側

斜面に存在する小円錐海丘からはしんかい6500によ

り玄武岩が採取されている（藤岡ほか， 1993）。これ

らの小円錐海丘は，小笠原海台及びUyedaRidgeを

はじめとする海山列との聞に挟まれる海域及び小笠
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Fig. 8 Shaded topographic r巴liefmap of northeast苧

ern part of the surveyed area. This map clearly 

indicates the trends of minor topographic relief 

trending northeast to southwest that are parallel 

to the magnetic lineations. 

Fig. 7 Exampl巴 ofon board SeaBeam swath bathy の測線032509の記録において鹿島断裂帯の東側はマ

-metric chart of small conical knolls about 90km, 

north of Matsubara SMt. Contour interval is 20 

m. 

原海台南側の海底に集中して分布している傾向がみ

られる。これらの海丘の分布に特に明瞭な方向性は

認められない。底質サンプル等のデータがないため，

これらの海丘の成因については不明であるが，音波

探査記録から海丘は音響基擦と音響的には一体であ

り，また，大多数の海丘の傾斜も急であることから，

火成岩で構成される火山性起源の可能性が高いと考

えられる。

ウ マイナーリッジ・トラフ

シービームの全水深値を使って作成された鹿島断

裂帯の北東側の海域の海底地形陰影図（Fig.8）でみ

ると，北東一南西方向に延びる地形のトレンドが明

瞭である。このトレンドは，比高200m以下の微小な

海底の起伏であるマイナーリッジ・トラフ群の分布

によるものである。音波探査記録（Fig.6）の最上部

イナーリッジ・トラフ群を斜めに横切っており，こ

れらの海底の起伏は堆積層に埋もれた音響基盤の起

伏を反映していることがわかる。一方，マイナーリ ッ

ジ・トラフの存在しない平坦な海域は，周囲の測線

032525の記録から読みとれるように海底面のみなら

ず音響基盤も平坦になっている。この海域の大洋底

の音波探査記録から読みとれる層序については，上

位から上部透明層，上部不透明層，下部透明層，下

部不透明層及び音響基盤の 4層に区分できる。これ

は，北西太平洋海盆における既存の音波探査記録よ

りこれまでに報告されている標準的な音響層序（Ewing

et al., 1968）と一致している。

マイナーリ ッジ・トラフは海底の基盤の形成時及

びそれ以降における重要な構造方向を示し，海底拡

大の痕跡として重要視されてきた（岩淵， 1982）。こ

れらの起伏は，海底拡大により形成されたことが明

らかな四国海盆等の背弧海盆や海洋プレー ト生産・

拡大の場である東太平洋海膨付近の海底の精密海底

地形調査により明らかにされたマイナーリッジ ・ト
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ラフに富む海底の起伏と類似している。

マイナーリッジ ・ト ラフが明瞭に認められる海域

は，海山列と小笠原海台に挟まれる海域の外に限ら

れており，上述の小円錐海丘の分布域ときれいに相

反しているのが注目される。マイナーリッジ・トラ

フの音響基盤の起伏は，音波探査記録断面から非対

称か対称かはっきりしないが，北西に向かつてやや

急になっているように見える。また，マイナーリ ッ

ジ・トラフの走向は，後述する地磁気リニエーショ

ンの方向とほぼ一致していることから，これらが海

底拡大に伴って形成きれたことを裏付けている。

4.地磁気異常

33 

調査海域の地磁気全磁力異常図を Fig.9に示す。

調査海域の地磁気異常の特徴として小笠原海台や海

山等の高まりに伴うダイポール異常，大洋底の縞状

異常，断裂帯に伴う帯状の負異常が顕著である。以

下にこれらの地磁気異常の特徴について記載する。

(1) 小笠原海台，海山等に伴うダイポール状異常

小笠原海台東部では，東西に伸びる海台に対し

て， 1000～＋300nTの帯状に伸びた正負一対のダ

イポール異常が存在し，これは周囲の海底の縞状異

常の振幅より数倍大きい。矢部，半沢，片山海山に

イ半って局所的に振幅が大きくなっている。海台上及

Ogasawara Plateau Magnetic Anomaly 
Contour interval of 1 OOnT 
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びその北側が負，海台の南側が正異常をもっ正帯磁

を示し，負異常の振幅が正異常より 3倍程度大きい。

このような地磁気異常の特性から，小笠原海台は低

緯度で形成され，伏角が小きく正に帯磁していると

推定される。小笠原海台の形成年代は明確で、はない

が，小笠原海台より約 4度南方の深海掘削（Site

800）の古地磁気の解析結果から， 145Maに形成され

たこの掘削点付近の海底は太平洋プレートの運動に

｛半って120Ma以降現在まで約40度北上を続けてい

ることカf明らかとなっており（Larsonet al., 1992), 

小笠原海台が現在の位置よりもはるか南の赤道付近

で形成されたことは十分考えられる。小笠原海台東

部に沿って東西に伸びる帯状の異常は，後述する地

磁気リニエーションや断裂帯に沿う帯状の異常を

切っており，小笠原海台がその周辺海域の断裂帯を

伴う海底拡大のフ。ロセスを経てから形成されたこと

は確かで、あろう。小笠原海台西部は数列の東西方向

に伸びた帯状の地磁気異常が存在し，これらは徐々

に振幅を減じながら海溝軸を越えて伊豆・小笠原弧

の陸側斜面まで達していることから，小笠原海台の

一部は既に伊豆・小笠原弧の下に沈み込んで、いると

考えられる。

海山の池磁気異常については，松原海山，ふじば

かま海山，朝陽海山等多数の海山は，小笠原海台と

同様に伏角の小さい正帯磁と推定される夕、、イポール

異常を持つのに対し，ききょう海山等一部の海山は

現在の磁場に近い正帯磁を示すダイポール異常を

もっている。後者は比較的新しい時期に起こった火

成活動により再磁化した可能性がある。

(2) 大洋底の縞状異常

北東一南西及び東北東一西南西方向の地磁気縞模

様が調査海域北東側および北側で明瞭に認められ

る。北西太平洋の広範な海域の地磁気リニエーショ

ンについての Nakanishiet al. (1989, 1992) , Na” 

kanishi (1993）の同定によれば，これらの 1）ニエー

ションは中生代のM系列にあたり，この海域の海底

の年代は海域北西端でM14(130Ma），南東端でM

28 (150Ma）である。地形でも明らかな断裂帯を境

に地磁気のリニエーションが大きくずれている。鹿

島断裂帯より西側の海底では，断裂帯と交差する海

山列の北側と南側で 1）ニエーションの方向が異な

り，北側で東北東一西南西方向，南側で北東南西

方向のリニエーションが認められる。この方向変化

は海山列を境にした断裂帯の走向の変化に対応して

いる。 Nakanishi(1993, Fig. 2 ）の同定結果と今回

の調査で明らかになった当海域の地磁気異常の分布

(Fig. 9）とを比較すると，全体的に概ね調和的で、あ

る。特に鹿島断裂帯の東側の海底は，地磁気リニエー

ションが非常に明瞭で、あり，両者はよく一致してい

る。しかし，鹿島断裂帯とその東側の断裂帯に挟ま

れる細長い海域の地磁気 1）ニエーションは，海山に

伴う局所的な地磁気異常の影響などにより不明瞭で、

あり，あまり対応がよくない。また，鹿島断裂帯の

西側の海底については，小笠原海台より北側は海．山

に伴う局所的な異常にリニエーションが乱されてお

り， Nakanishi(1993）の同定結果と合わない部分が

あり，これらついては今回の調査結果を加えて再検

討‘する必要があると考えられる。鹿島断裂帯をはじ

め断裂帯の位置は概ね良〈一致している。ただし，

東側を走る断裂帯は Nakanishi(1993）の図では，

海山列と交わる北緯28度30分付近でジャンプして方

向を変えているが，海底地形，地磁気異常の分布か

らみると，この断裂帯はここで途切れることなし

連続的に徐々に方向を変えて続いている。

なお，伊豆・小笠原海溝海側斜面において北緯30

度，東経143度より南南東に伸ぴるラインを境にし

て，西南西一東北東方向の数列の地磁気 I）ニエー

ションが断ち切られている。このラインに沿って，

比高500m程度の急崖が南南東方向に走っており，こ

れは今回の調査で新たに発見された断裂帯と考えら

れる。これらの地磁気 1）ニエーションは，振幅を減

じながら海溝軸を越えて伊豆・小笠原弧前弧域まで

伸びていることから，太平洋プレートの伊豆・小笠

原弧下への沈み込みを示している。

(3) 断裂帯に沿う異常

鹿島断裂帯では，海山列の北側において断裂帯に
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沿う小海嶺に伴って振幅lOOnT程度の正異常が伸

びており ，北東一南西方向の縞状異常を遮断してい

る。一方，海山列の南側では縞状異常と直交するよ

うに，振幅300-ZOOnTの帯状の負異常が鹿島断裂帯

及びその東側を走る断裂帯に沿って伸びている。こ

れは，断裂帯に沿って帯状に磁化率の大きい磁性岩

体が貫入しているか，あるいは断裂帯の東西で、磁気

基盤に段差があることを示唆している。ふじばかま

海山と ききょう海山の聞にかけて断裂帯に沿って伸

びる顕著な帯状の負異常は，海底地形や音波探査記

録から推定される約300mの基盤の段差に由来する

ものと考えられる。

鹿島断裂帯の西側を走る断裂帯については，北緯

27度20分から26度20分にかけて帯状の負異常を伴っ

ているが，ここでは音波探査記録からは両側の海底

の基盤に大きな段差は存在しないと推定されること

から，断裂帯に沿って磁化率の高い磁性岩体が貫入

している可能性が考えられる。これらについては，

今後定量的な解析が必要である。

5.重力異常

調査海域のフリーエア異常図を（Fig.10）に示す。

鹿島断裂帯の東側の大洋底のフリーエア異常は，

概ね 0mGalに近い値であるが，鹿島断裂帯と海溝

Ogasawara Plateau Free-Air Anomaly 
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Fig.10 Free-air gravity anomaly chart. Contour interval is lOmGal. 
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海側斜面に挟まれる海域は， 20mGal程度の正異常

域になっており，これは海溝毘辺隆起帯に普遍的に

みられる正異常を反映しているのであろう。

小笠原海台の高まりに対応して大きな正の異常域

が存在し，矢部海山で、は最大200mGalに達する正の

フリーエア異常が分布する。一方，小笠原海台の周

囲には負のフリーエア異常域が分布しており，重力

異常からみたモートを形成している。特に半沢海山

の南方と片山海山の南方及び北東方には－60mGal

に及ぶ大きな負の異常が認められる。海山列の北側

では鹿島断裂帯及びその東側の断裂帯に沿って， 20

mGal程度のフリーエア異常の段差が存在するが，

海底地形と同様に海山列より南側ではほとんど消滅

している。

重力異常の分布から，海底下の構造を推定するた

め，標準的な地殻密度2.67g/cぽを仮定した地形補正

を施して，ブーゲー異常分布図を作成した（Fig.11）。

ブーゲー異常図では，鹿島断裂帯とその東側の断裂

帯の西縁に沿って走る小海嶺に伴う 30～ 40mGalの a

フ1）ーエア正異常と両側の海底のフリーエア異常の

段差は消えていることから，断裂帯の両側の海底は，

基盤の段差以外に地下構造の差異はないと考えられ

る。また， UyedaRidgeをはじめとする海山列に伴

う局所的なフリーエアの正異常に対応するものは，

Ogasawara Plateau Bouguer Anomaly (2.67g/cm3) 
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Fig.11 Bouguer gravity anomaly chart. Contour interval is lOmGal. 
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ブーゲー異常で、はほとんど消えているが，海山列と

小笠原海台およびそれらに挟まれる海域は，その周

囲の大洋底に比べて相対的に低ブーゲー異常域に

なっている。特に小笠原海台西部は，海溝軸に向か

うにつれて顕著な低異常域になっており，小笠原海

台西部と東部で地下構造の違いがあることを示唆し

ている。

6.考察

本海域の調査により，小笠原海台周辺海域の大洋

底の発達過程を探る上で重要な地形・地質・地球物

理学的な特徴が明らかになった。特に前述したよう

に，本調査海域内においては，小笠原海台や海山列

（海山群）を形成する多数の海山等の高まり，断列

145 
30 

25 

145 

帯とそれに沿う崖と小海嶺，マイナーリッジ・トラ

フ群，円錐形をした多数の直径3km以下の小円錐海

丘の存在等が注目されるところである。海底地形図

だけからでは識別しにくいマイナーリッジ・トラフ

群の分布は， Fig.12の海底地形の傾斜方向の分布図

から，北東一南西方向の起伏のトレンドとして明瞭

に読みとることができる。この図は，水深メッシュ

データから傾斜方向と強度を算出するプログラム

（浅田ほか， 1989）を任意のメッシュ幅に適用でき

るように一部修正して作成したものである。 Fig.13

は，等深線がlOOOm間隔の海底地形図の上に，調査

で明らかになった断裂帯の位置，マイナーリ ッジ・

トラフの発達している海域，円錐形をした小海丘の

分布，地磁気 1）ニエーションの分布等を重ねてまと
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Fig.12 Map showing inclination direction of the topography. Note clear NE-SもVtrends of the topographic relief 

in the northern and northeastern part of the surveyed area. Apparent E-W trend shown in this map is 

artificial that is caused by some interpolation errors of th巴 E-Wtrending swath bathymetric data. 
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to the Mesozoic magnetic lineations identified by Nakanishi (1993). Note the distribution of small conical 

knolls (closed circles) concentrates on the area around seamount group and Ogasawara Plateau. Shaded 

ar巴aindicating ocean floor characterized by minor ridge and trough do巴snot include the area close to 

seamount group and Ogasawara Plateau. 

めて表示したものである。以上の調査結果に基づい

て，小笠原海台とその周辺海域の大洋底ににみられ

るこれらの特徴的な地形の形成過程について若干の

考察を行う。

(1) 小笠原海台の成因

小笠原海台は北西太平洋海盆の西端に位置し，南

北に伸び、る伊豆・小笠原海溝とマリアナ海溝との境

界に接している大きな海底の高まりであり，太平洋

プレート上の小笠原海台の西端部とフィリピン海プ

レート上の伊豆・小笠原弧の衝突が生じていること

からも注目されている。長関ほか（1989), Smoot 

(1983b）は，小笠原海台は太平洋プレートに載って

東から移動してきた東西に並ぶ、海山列が，大半は既

に沈み込んだものの，その一部は海溝で容易に沈み

込むことができずに幾つかの海山が集合・付加して

海台を形成したと推定している。一方， Okamura

(1992）は，小笠原海台の西端部は正断層が発達し，

海台はもともと現在のような地形をしており，伊

豆・小笠原弧に付加することなく海溝で沈み込みつ

つあると考えている。

今回の調査により，初めて小笠原海台とその周辺

の大洋底の海底地形等の全貌が明らかになり，小笠

原海台は東経140度より西側の台地状の高まりと，西

側の細長く東西に直線的に伸び、る海嶺状の高まりと

に区分でき，長さ500kmにも続く東側の海嶺の詳細な

地形的特徴が明らかになった。東西に伸びる海嶺か

ら，東経147度付近で、南へ分岐して伸びる直線的な海

嶺も発見された。
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小笠原海台東部の地形から推測されるように，小

笠原海台は元は直線的に細長く伸び，所々にピーク

となる海山を持つ海嶺であったと仮定すれば，小笠

原海台西部の海台状の地形は，長岡ほか（1989）が

指摘するように，これらの海山，海嶺が吹き寄せら

れて集合した過程を示唆しているのであろう。小笠

原海台の地磁気異常の分布をみると，東部の直線的

な海嶺で、は正負一対の海嶺に沿って細長く伸びたダ

イポール異常を伴っているのに対し，小笠原海台西

部の台地状の部分では，数列の東西方向にやや長い

ダイポール異常がみられる。これは，地形と同様に

海台西部が海嶺が吹き寄せられたとする考えに調和

的である。夕、、イポール異常列は振幅を徐々に減じな

がら，海溝軸を越えて陸側斜面まで達しており，海

台西部は既に沈み込んでいると考えるべきであろ

う。ただし，小笠原海台北方の大洋底で同じように

海溝軸を越えて伸びつつ陸側斜面で消滅していく数

列の地磁気縞状異常に比べて振幅の減衰が緩やかな

ことから，小笠原海台は容易に沈み込めず海台の磁

気基盤が睦側斜面下の浅所に存在していることが予

想、される。さらに，ブーゲー異常は，小笠原海台西

部の台地部の方が東部の海嶺部より相対的に強い低

異常域となって，低異常域は陸側斜面に食い込んで、

いることから，吹き寄せられた海台部およびその陸

側斜面への延長部では山休が重なって地殻が厚く

なっている可能性がある。

一般的に小笠原海台のように大洋底に存在する大

きな地形の高まりとして，海底拡大軸，断裂帯，ホッ

トスポットに伴う海底噴火などに起因するものが考

えられる。小笠原海台の成因として，これらのどれ

が可能性が高いか予察的に検討してみたい。

北西太平洋の海底拡大様式に関しては， Nakani-

shi et al. (1989）等の研究により，地磁気のリニエー

ションの同定が進み，拡大時期と方向が従来よりも

詳細に解明されてきた。小笠原海台東部は東西方向

に伸びる直線的なリッジを形成していることが，こ

れらの研究成果と合わせて成因を探る上で重要でmあ

ると思われる。小笠原海台周辺の海底の拡大方向を

考慮すると，この東西方向のリッジは地磁気縞模様

の方向と調和せず斜交していることから，小笠原海

台は古い海底拡大軸の名残りとは考えにくい。一方，

小笠原海台の北側を西南西一東北東方向に走る

Uyeda Ridgeは，地磁気縞模様の方向とほぼ一致し

ているので，古い拡大軸，あるいは拡大軸に平行な

弱線に沿って海底噴火が起こった可能性が指摘され

ているが（小林， 1991），まだ確証は保られていない。

また，小笠原海台は鹿島断裂帯等の走向や地磁気縞

模様と斜交している点と，小笠原海台の南北の大洋

底に存在する北西一南東方向の地磁気リニエーショ

ンが小笠原海台を境にしてずれているかどうかはっ

きりしていないことから，断裂帯に伴うリッジとも

考えにくい。ただし，小笠原海台の北ど南側で水深

と音響基盤の深度に有意な差があり，南側は堆積層

が最大1.2秒と厚〈，北側に比べて水深が約400m,

基盤の深度では 1kmも深いことが音波探査記録から

わかっている。これは，小笠原海台の北と南で海底

の年代が異なる（南側が古い）可能性を示唆してお

り，小笠原海台が断裂帯に関係した高まりである可

能性も全く考えられないわけではない。

小笠原海台東部は海山列で構成される東西方向に

直線的な海嶺であることから，ホットスポットに起

因する海底噴火で形成された可能性も考えられる。

Okamura et al. (1992）は，小笠原海台の南海山か

ら片山海山までの海山が西にあるものほど山頂のラ

グーン堆積物が厚いことから，これらの海山は西に

あるものほど沈降量が大きしプレートの東方移動

によるホットスポット起源の海山列である可能性を

指摘している。ただ，太平洋プレートが東向きに過

去に動いていたことを支持するデータが今のところ

見つかっていないことが難点である。

小笠原海台東部の高まりの直線性，連続性が良い

こと及びこれに直交して分岐する小海嶺が存在する

ことは，地殻の構造的な特性に関連する成因を示唆

している。例えば何らかの原因で、地殻の弱線に沿っ

て割れ目噴火のように海底噴火が起こり，マク、、マが

貫入してできた高まりである可能性の方が高いと考
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えられる。

小笠原海台のほかにも中部～北西太平洋には中生

代に形成されたと推測される多くの大きな海台や海

山群などの高まりが分布しており，これらが全て

ホットスポット起源とは考えにくいため，一つの仮

説としてこれらは白亜紀に生じた大規模な火成活動

により一斉に形成されたものであり（Wattset al., 

1980など），その原因としてスーパーブルームの上昇

が提案されている（Larson,1991など）。小笠原海台

東部の海嶺が地磁気異常から一様に低緯度で正帯磁

していると推定されることは，ホットスポット上を

通過して長時間をかけて形成されたとするよりも，

これが割れ目噴火的に形成されたとする考えに調和

的である。ただし，小笠原海台が白亜紀の長期に続

いた正磁期に形成されたとしたら，ホットスポット

起源でも一様な正帯磁は説明できる。いずれにせよ

海底の拡大方向や断裂帯の方向とも異なる構造的な

弱線の由来については，今のところよくわからない。

(2）小笠原海台周辺の海底の形成過程

Fig.13からわかるように，断裂帯に沿う崖やマイ

ナーリッジ・トラフ群，小円錐海丘の分布は調査海

域内で一様ではなく，特定の海域に偏っていること

が明らかとなった。ここではその原因について検討

ナ海溝とほほ平行に約1200km走る鹿島断裂帯は，小

笠原海台北方の北緯28度付近より北側と南側で走向

が異なっており，北側ではトラフと海嶺が複合する

地形的特徴を有するが，小笠原海台より南側では断

裂帯に沿って海山が分布する特徴を有すると報告さ

れている。また，北側では断裂帯の東西で海底に500

mの段差があり，この水深差は両側の海底の年代差

のlOm.y.を考慮するとプレート冷却モデルによる海

底の年代と水深の関係式から予想される水深差よ

り，有意に大きいことを指摘している。今回の調査

で小笠原海台近辺の詳細な地形が初めて明確にな

り，この海域における断裂帯の特徴も従来より詳し

くわかってきた。その結果，断裂帯の東西の水深差

は小笠原海台より北側を西北西に走る海山列が断裂

帯と交わる地点を境にして，その南側では海底の水

深差及び基盤の深度差がほとんど解消されているこ

とが明らかとなった（Fig.6 , Table. 1 ）。

断裂帯が海山列と小笠原海台に挟まれる海域及び

マーカス・ウェーク海山列に続く小笠原海台南西沖

の海域（以下，海山域と呼ぶ）でこのように地形的

に不明瞭になるのは何故であろうか。断裂帯を境に

する。 Table 1 Depth distribution of the ocean floor along 

今回の調査で得られた海底地形，音波探査記録，

地磁気異常等の分布から，少なくとも 4本の明瞭な

断裂帯が確認された。ただし，これらの断裂帯は小

笠原海台の北方を概ね東北東の方向に分布する海山

列の南側の海域では断裂帯の両側で海底の段差が急、

に小きくなり，地形的には不明瞭になる。東側の 2

列i土地磁気リニエーションのずれから，海山列の南

側の海域においてもその存在は明瞭で、ある。

Nakanishi (1993）は，北西太平洋の地磁気リニ

エーションの同定結果と既存の海底地形データ及び

音波探査記録に基つ。いて，鹿島断裂帯をはじめら組

の大規模な断裂帯を認定し，その特牲について詳し

く報告している。それによると，日本海溝南端から

北西太平洋海盆の西端を伊豆・小笠原海溝とマリア

thre巴 seismicprofil巴sshown in Fig.6 on the 

west and巴astside of the Kashima Fracture 

Zone. Depth in parencess are pr巴dietedvalue 

of the depth on th巴basisof emprical ocean 

depth (d)-age (t) relation in the normal ocean 

（狂ays,1983) . Correction for sediment load 

is not applied. Note depth differenc巴 islarge 

on the north of the seamount chain, whereas 

small on the south of the seamount chain. 

断裂帯西側 断裂予告東仮ij 水深差

海山列北側 M17[131~Kg M21. 5[14~16K~ 400m 29'12'N 5,800m Om) 6,200m(6 ) 

海山列付近 M18[13（~Kg M22日4smr~ 300m 28'24'N 5,800m Om) 6,100m(6, Om) 

海LU列南側 Mzo[143mr1 M24. 5 [15~23K~ lOOm 27。36’N 5,700m(6, Om) 5,800m(6 ) 

（ ）の水深は d=2,900+270×/T(H註yes,1983）による
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した海底の基盤の深度差が海山域で消えた原因とし

て，海山列形成に伴う火成活動により，プレートの

冷却に伴って年代と共に沈降する海底に変化が生じ

た，すなわち断裂帯周辺の海底が熱的・構造的に変

化し，海底の段差が消された可能性が考えられる。

海山域では海底拡大の痕跡と考えられるマイナー

リッジ・トラフ群が消えて平坦な海底になっている

ことも，この活動に関連していると考えられる。さ

らに，海山域に小さな円錐状海丘の分布が集中して

いることも，これらの活動で二次的に小海丘が形成

されたことを示唆している。また，海山域は，周囲

の海底に比べてブーゲー異常が小さくなっており，

この海域が海底拡大後の火成活動により，大洋底の

標準的な海洋性地殻と地殻構造が異なっている可能

性がある。

ここで問題なのは，何故これらの火成活動により，

海底拡大に伴ってできた地磁気縞状異常が消去され

なかったかという疑問である。もしプルームなどの

熱源による火成活動によってこれらの高まりが形成

される一方で、，周辺の海底の地磁気異常が消滅せず

に地形的な起伏だ、けが消滅したとすれば，磁気基盤

がキュリ一点以上の高温に熱せられることがなかっ

た程度の熱的に穏やかな活動でなければならないは

ずである。これと同様な問題は，ナウル海盆におい

て，ジュラ紀の海底拡大の痕跡である地磁気縞状異

常が，深海掘削の結果から30my後に海盆内に広域

に生じたされる白亜紀の火成活動により消されてい

ないことが議論されている（Larsonand Schlanger, 

1981）。彼らは貫入岩等を熱源とする熱伝導に基づく

モデルでは磁気基盤の温度上昇を押さえる説明が困

難なため，マグマが上昇に伴う地殻の張力割れ目が

海水の循環をもたらし，対流により熱を逃がす可能

性を提案している。この問題については今後定量的

な議論が必要で、ある。

この海域の海山が形成された年代に関する資料は

今回の調査では得られなかったが，小笠原断裂帯と

海山列が交わる地点に位置するふじばかま海山が断

裂帯の活動の影響を大きくは受けていないようにみ

えることから，海山列形成後は断裂帯の東西で大き

な垂直方向及ぴ水平方向のずれは生じていないと思

われる。同様に小笠原海台東縁の高まりが断裂帯と

交差する地点も変動を受けた跡が見られない。ただ

し，ふじばかま海山は断裂帯の急崖上で尾根がわず

かに分離しているようにみえる。これは，断裂帯の

東西の海洋プレートが冷却・沈降する過程で，両側

の海底のわずかな沈降量の差により，海山の地形に

小さなくい違いが生じたためであろう。

また，本調査海域の大洋底にみられる起伏に富む

マイナーリッジ・トラフ域の音響基盤と海山域の滑

らかな音響基盤の違いは何であろうか。西太平洋で

は，白亜紀の中期ごろに大規模な火成活動が発生し，

このため数多くの海山やギョーなどの高まりが形成

され（Wattset al., 1980など），また，深海堆積物

の中に広範囲に分布する火山性起源の貫入層（シノレ）

が生成された（Larsonand Schlanger, 1981など）

という説がある。調査海域内では深海掘削はまだ行

われていないが，本調査海域の南東側に接続する東

マリアナ海盆北部において， ODPのLeg129で、深海

掘削が行われた。掘削点屈辺の音波探査記録から，

東マリアナ海盆北部は平坦な音響基盤からなる海域

と微少な起伏に富んだ音響基盤からなる海域に分け

られ，深海掘削の結果を基に，起伏に富んだ音響基

盤は海洋性玄武岩の基盤に対応し，平坦な音響基盤

は東マリアナ海盆に広〈分布する白亜紀初期の玄武

岩質の貫入層（シノレ）であると考えられている（Abrams

et al., 1992）。この解釈から類推すると，本調査海域

の大洋底にみられる起伏に富んだ音響基盤は海洋性

玄武岩の基盤であり，海山域にみられる滑らかな音

響基盤は玄武岩層のシルであると推定される。もし

このようなシルが海底と基盤の起伏を消去させた主

因であるとするならば，地磁気異常の縞模様を消さ

ずに海底の基盤の起伏を消すことは可能かもしれな

い。今後，さらに，今田の調査海域の大洋底や小笠

原海台上等において深海掘削を実施することによ

り，小笠原海台の形成との関連や太平洋に発生した

と推定されている白亜紀のプルーム活動との関係を
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検討する必要ある。

7. まとめと今後の課題

北西太平洋海盆西端部における大陸棚調査によ

り，小笠原海台とその周辺の大洋底の海底地形，地

磁気等の詳細が明らかになった。

小笠原海台の北方に UyedaRidgeを西端とする

長さ約600km，幅約150kmの範囲に海山が多数分布す

る海山列（群）の存在が確認された。

海底地形・地質構造と地磁気異常の分布から調査

海域北部に鹿島断裂帯（仮称）を含め 4本の断裂帯

を確認した。鹿島断裂帯とその東側の断裂帯は地形

的にも明瞭な崖を形成しており，崖の東側の海底は

西側より深い。 4本の 7ち最も西側の海溝海側斜面

を走る断裂帯は今回新たに発見されたものである。

鹿島断裂帯の北東側の大洋底には中生代の海底拡

大の痕跡であるマイナーリッジ・トラフ群からなる

海底及ぴ基盤の起伏が残されている。この起伏のト

レンドは地磁気異常リニエーションの向きと一致し

ている。しかし，海山列と小笠原海台に挟まれる海

域及びマーカス・ウェイク海山列に向かつてその南

西側に続く海域（海山域）ではこの海底地形の起伏

が消えている。また，断裂帯の急、崖も調査海域北部

では明瞭で、あるのに，海山域では消滅している。一

方，マルチビーム測深機による精密地形調査で識別

が可能となった直径 3km以内のきれいな円錐型をし

た小海丘が海山域に集中して分布している。

このように海山域とその外側の大洋底の地形・地

質構造には顕著な違いがある。これは小笠原海台や

周辺の海山列を形成した火成活動が，マイナーリッ

ジ・トラフ群による基盤と海底の起伏を消去しか

っ断裂帯に伴う海洋プレートの冷却・沈降過程の時

間差により生じた海底の水深の段差を解消するよう

な海底の熱的・構造的変動が生じたことを示唆して

いる。この過程をまとめると Fig.14のようになる。

火成活動の原因は不明であるが，これは白亜紀に生

じたと報告されている大規模なプルーム活動（Lar-

son, 1991など）を支持する新しい証拠となる可能性

がある。いずれにせよ上記のような過程は憶測の域

を出ておらず，今後，この海域の深海掘削や海山の

岩石採取，屈折法による地下構造探査等を実施して，

総合的に検討する必要がある。

また，海底拡大後に発生した海山列形成をもたら

した火成活動に伴い，海底拡大時にできた海底及ぴ

基盤の起伏が消えたのに対し，地磁気異常の縞模様

は残されている点が極めて興味深い。この問題につ

いても，定量的な議論により，プルームによる地殻

熱流量の増加や火成活動に伴う磁気基盤への熱伝導

の見積もり等がある程度可能になると期待される。
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